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＜効果と成果＞

随時

12月14日

(氏名）

家元　貴司
Toyooka AgRestart

「耕作放棄地を解消し、里山を再生。過疎地域に賑わいを。」事業

場所

(職名）

代表

地域コミュニティ組織との協業により地域内外住民との交流もちつき会を
実施

コウノトリ営巣地区での生きもの調査会

里山整備「松の植樹」実施。小学生、コミュニティ組織、自治会との連携
でコウノトリの営巣区域を整備

7月27日

10月18日

兼業農家の相談対応（相続農地の運用について）
随時対応　28件

耕作放棄地の確認、地権者へのヒアリング（農地活用の今後意向につい
て）

地域づくり活動NPO事業助成事業　実績報告

活動内容

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入）

地域住民と都市部（和歌山市）との田植え交流会

地域内外住民の草刈りイベントを実施「草刈りdeダイエット」。自走式草
刈り機の使用方法とメンテナンス」。農機具メーカーとコラボ。

6月8日

6月29日

地域コミュニティ組織（自治協議会）の農業メンバーで地域課題の農業分
野の解決策について協議

地域計画勉強会出席。地域住民向け制度説明補助。各区長及び農会長出
席。水上区の農会長と別途協議し、地域計画の推進方法を確認。以降随
時、区別に協議実施。

6月7日

代表者名

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記

2024年度事業の確認、随時事業の確認、準備設営等

随時

団体名

事業名

年月日

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等
で記入

定例会議
毎１日

5月15日

12月18日
「10年後の農業を考える会」を主催
講師：中谷農業生産法人　代表　松井氏

2月25日 ボランタリー活動助成金報告会出席

兼業農家からの相談や、地域コミュニティ組織（自治協議会）からの相談が増えてきた。

特に、兼業農家からの個別相談については、具体的な解決策（貸農園、観光農園化、売却等）につなげることが

できたため、単なる耕作放棄地とならず、新しい形として次代につなぐことができた。

2023年度からの活動により、弊会の取組みが少しずつ定着してきたことにより、
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＜今後の展望＞

＜収支決算書＞
（収入）

（支出）

金　額（円)

９８,０００

２５８,０００

２７,０００

２８５,０００

地域づくり活動NPO事業助成金

自己資金等

４０,０００

１１７,７００

４０,０００

１７０,０６５

３６７,７６５

７４,９５９

４４２,７２４

項　　　目

アルバイト賃金

備品

謝金

その他（消耗品費等）

間接経費（一般管理費）

助成対象金額
（円）

区分

１５７,７２４

４４２,７２４

左のうち

４０,０００

１００,０００

２０,０００

項　　　目 金　額（円)

２８５,０００

合　計

直
　
接
　
経
　
費

全国的な流れとして団塊世代から次世代への農業の継業する際に、社会構造や生活様式の変化により

継業がスムーズにいかず離農することが増加していく。今後もこのことは加速する。

地域農業を維持していくため、専業農家、法人、集落営農、兼業農家、非農家それぞれの状況にあった

伴走支援を継続実施し、農村風景や里山を守っていく。

地域内の勉強会を複数回実施し、10年後の農地運用について地域全体で課題の共通化を行うことができた。

また、耕作放棄地を復田することにより、景観保全及び有害鳥獣対策にもつながった。

小　計

合　計


